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実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R3年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度

歴史的情報発信環境整備

実　績 完了

目　標 完了

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R3年度 ○年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績 完了

歴史的情報発信環境整備

目　標 完了

実　績

100.0%

うち
交付金充当額

48,664 48,664

執行状況の説明 　事業計画通り、執行を行った。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

R3年度 年度 年度 年度 合計

Ｂ．執行済額 60,830 60,830

Ａ．予算現額 60,830 60,830

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

事業内容
　国の史跡指定や県内で初めての国の重要文化的景観として選定された本村は、国内でも稀な歴史文化が育まれており、その
情報発信を行う環境を整備することで、来訪者の島の理解度を向上させる。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
該当箇所

担当部課名 教育委員会
事業実施
年度

市町村名 北大東村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 北大東島歴史的情報発信環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－（１２）－ア

基本計画該当箇所 観光リゾート産業の振興



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R4年度】
・令和元、２年度に作成した地域副読本も活用し、来訪者のみならず小中学生等にも島の歴史や生業への理解を深め、北大東島の歴史を継承してい
く。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R4年度】
・来訪者のみならず、村民も訪れるようにするために北大東島の歴史イベン
ト等を実施した。

【R4年度】
・今後も来訪者や村民等が訪れやすい環境を整える必要がある。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【R4年度】
・新型コロナウイルスの影響により村独自の来島自粛を設けたため目標来訪者数には達成しなかったものの951人の方が来訪した。その
来訪者からアンケートをとり、83%の方から島の歴史や生業を知ることができたと回答があった。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

1,000人以上

実　績 951人

80%以上

実　績 83% 83%

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R4年度 ○年度 ○年度 ○年度
R4年度

■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

　来訪者が島の歴史文化や生業を知ることが出来たか
（80％以上）を含め、アンケート調査により本事業のあり

方を検証する。

目　標 80%以上

951人

民俗資料館来訪者数

目　標 1,000人以上


